









































































































ら 824 年の間に日本との交易の可能性を打診し、また 824 年を前後にして清海鎮に基盤を
築いたのである。それが興徳王３（828）年に正式に認められたのではないかと思われる
のである。
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の船のうち、第３船の破損の程度が激しく、結局運行することができない状態となってし
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